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2005.11.17よくわかるキリスト教講座

芦名 定道

第２回 愛の宗教としてのキリスト教

１ 愛の宗教

聖書のメッセージを端的に要約しようとするならば 「愛」という点からまとめること、

ができる 「インマヌエル （神は我々と共におられる 。キリスト教は愛の宗教である。。 」 ）

仏教cf.
「神は愛なり 「神は愛である 「神は愛です」」 」

２ 愛の二つの形－神への愛と隣人愛－

「 、 、 。「 、10:25 すると ある律法の専門家が立ち上がり イエスを試そうとして言った 先生

何をしたら、永遠の命を受け継ぐことができるでしょうか 」 イエスが 「律法には何。 、26
と書いてあるか あなたはそれをどう読んでいるか と言われると 彼は答えた 心。 」 、 。「『27
を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさ

い、また、隣人を自分のように愛しなさい』とあります 」 イエスは言われた 「正し。 。28
い答えだ。それを実行しなさい。そうすれば命が得られる （ルカによる福音書）。」」

３ 二つの愛は不可分である。

神への愛は隣人愛への具体化を求め、隣人愛は神への愛という源泉を必要とする。

→ 礼拝と社会的実践とはあれかこれかではない。

４ 愛は自明か？ 愛されるという経験の意義

ほんとうに愛はわかるのか

経験の伝達：知識？ 共に生きる中での感性的な理解 → 教育、そして家庭

キリスト教教育

クリスチャンホーム

「 愛する者たち、互いに愛し合いましょう。愛は神から出るもので、愛する者は皆、4:7
神から生まれ、神を知っているからです。 愛することのない者は神を知りません。神は8
愛だからです。 神は、独り子を世にお遣わしになりました。その方によって、わたした9

10ちが生きるようになるためです。ここに、神の愛がわたしたちの内に示されました。

わたしたちが神を愛したのではなく、神がわたしたちを愛して、わたしたちの罪を償うい

けにえとして、御子をお遣わしになりました。ここに愛があります。 愛する者たち、11
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、 。神がこのようにわたしたちを愛されたのですから わたしたちも互いに愛し合うべきです

いまだかつて神を見た者はいません。わたしたちが互いに愛し合うならば、神はわた12
したちの内にとどまってくださり、神の愛がわたしたちの内で全うされているのです。

、 、 。 。16 わたしたちは わたしたちに対する神の愛を知り また信じています 神は愛です

愛にとどまる人は、神の内にとどまり、神もその人の内にとどまってくださいます。

わたしたちが愛するのは 神がまずわたしたちを愛してくださったからです 神19 20、 。 「

を愛している」と言いながら兄弟を憎む者がいれば、それは偽り者です。目に見える兄弟

を愛さない者は、目に見えない神を愛することができません。 神を愛する人は、兄弟21
をも愛すべきです。これが、神から受けた掟です （第一ヨハネ）。」

５ 愛は掟？ 戒めとしての愛

モーセの十戒の構造：神関係と人間関係の二重性

神関係が人間関係の基礎であるという考え方 → 律法とは本来そうしたもの

「 神はこれらすべての言葉を告げられた。 「わたしは主、あなたの神、あなたをエ20:1 2
ジプトの国、奴隷の家から導き出した神である。 あなたには、わたしをおいてほかに神3
があってはならない。 あなたはいかなる像も造ってはならない。上は天にあり、下は地4
にあり、また地の下の水の中にある、いかなるものの形も造ってはならない。 あなたは5
それらに向かってひれ伏したり、それらに仕えたりしてはならない。わたしは主、あなた

の神。わたしは熱情の神である。わたしを否む者には、父祖の罪を子孫に三代、四代まで

、 、 、 。も問うが わたしを愛し わたしの戒めを守る者には 幾千代にも及ぶ慈しみを与える6
あなたの神、主の名をみだりに唱えてはならない。みだりにその名を唱える者を主は罰7

せずにはおかれない。 安息日を心に留め、これを聖別せよ。 六日の間働いて、何であ8 9
れあなたの仕事をし、 七日目は、あなたの神、主の安息日であるから、いかなる仕事10
もしてはならない。あなたも、息子も、娘も、男女の奴隷も、家畜も、あなたの町の門の

中に寄留する人々も同様である。 六日の間に主は天と地と海とそこにあるすべてのも11
のを造り、七日目に休まれたから、主は安息日を祝福して聖別されたのである。

あなたの父母を敬え。そうすればあなたは、あなたの神、主が与えられる土地に長12
く生きることができる。

殺してはならない。13
姦淫してはならない。14
盗んではならない。15
隣人に関して偽証してはならない。16
隣人の家を欲してはならない。隣人の妻、男女の奴隷、牛、ろばなど隣人のものを17

一切欲してはならない （出エジプト）。」

６ 聖書のメッセージの構造

聖書の独自の次元：神関係
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人間一般の倫理性の次元：人間関係 → キリスト教以外の隣人と共有できる問題意識

↓

キリスト教徒としての独自性を保持しつつ、他者・隣人と共に生きる生き方

７ 隣人とは誰か？

「善きサマリア人」の譬え（ルカ福音書 ）10.25-37
問いの転換： では、わたしの隣人とはだれですか」「

↓

「行って、あなたも同じようにしなさい （隣人になるという課題・責任）」

「隣人－非隣人 （敵と味方）という枠組みを超えて」

「 すると、ある律法の専門家が立ち上がり、イエスを試そうとして言った 「先生、何25 。

をしたら、永遠の命を受け継ぐことができるでしょうか 」 イエスが 「律法には何と。 、26
書いてあるか。あなたはそれをどう読んでいるか」と言われると、 彼は答えた 「 心27 。『

を尽くし、精神を尽くし、力を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛しなさ

い、また、隣人を自分のように愛しなさい』とあります 」 イエスは言われた 「正し。 。28
い答えだ。それを実行しなさい。そうすれば命が得られる 」 しかし、彼は自分を正当。 29
化しようとして 「では、わたしの隣人とはだれですか」と言った。 イエスはお答えに、 30
なった 「ある人がエルサレムからエリコへ下って行く途中、追いはぎに襲われた。追い。

はぎはその人の服をはぎ取り、殴りつけ、半殺しにしたまま立ち去った。 ある祭司が31
たまたまその道を下って来たが、その人を見ると、道の向こう側を通って行った。 同32
じように、レビ人もその場所にやって来たが、その人を見ると、道の向こう側を通って行

った。 ところが、旅をしていたあるサマリア人は、そばに来ると、その人を見て憐れ33
に思い、 近寄って傷に油とぶどう酒を注ぎ、包帯をして、自分のろばに乗せ、宿屋に34
連れて行って介抱した。 そして、翌日になると、デナリオン銀貨二枚を取り出し、宿35
屋の主人に渡して言った 『この人を介抱してください。費用がもっとかかったら、帰り。

がけに払います 』 さて、あなたはこの三人の中で、だれが追いはぎに襲われた人の隣。 36
人になったと思うか 」 律法の専門家は言った 「その人を助けた人です 」そこで、イ。 。 。37

。「 、 。」」（ 、 ）エスは言われた 行って あなたも同じようにしなさい ルカによる福音書 章10

「 あなたがたはキリストの体であり、また、一人一人はその部分です。 神は、教12:27 28
会の中にいろいろな人をお立てになりました。第一に使徒、第二に預言者、第三に教師、

次に奇跡を行う者、その次に病気をいやす賜物を持つ者、援助する者、管理する者、異言

を語る者などです。 皆が使徒であろうか。皆が預言者であろうか。皆が教師であろう29
か。皆が奇跡を行う者であろうか。 皆が病気をいやす賜物を持っているだろうか。皆30
が異言を語るだろうか。皆がそれを解釈するだろうか。 あなたがたは、もっと大きな31

。 、 。賜物を受けるよう熱心に努めなさい そこで わたしはあなたがたに最高の道を教えます

たとえ、人々の異言、天使たちの異言を語ろうとも、愛がなければ、わたしは騒が13:1
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しいどら、やかましいシンバル。 たとえ、預言する賜物を持ち、あらゆる神秘とあらゆ2
る知識に通じていようとも、たとえ、山を動かすほどの完全な信仰を持っていようとも、

愛がなければ、無に等しい。 全財産を貧しい人々のために使い尽くそうとも、誇ろうと3
してわが身を死に引き渡そうとも、愛がなければ、わたしに何の益もない。 愛は忍耐強4
い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。 礼を失せず、自分の利益5

、 、 。 、 。 、を求めず いらだたず 恨みを抱かない 不義を喜ばず 真実を喜ぶ すべてを忍び6 7
すべてを信じ、すべてを望み、すべてに耐える。 愛は決して滅びない。預言は廃れ、異8
言はやみ、知識は廃れよう、 わたしたちの知識は一部分、預言も一部分だから。 完9 10
全なものが来たときには、部分的なものは廃れよう。 幼子だったとき、わたしは幼子11
のように話し、幼子のように思い、幼子のように考えていた。成人した今、幼子のことを

棄てた。 わたしたちは、今は、鏡におぼろに映ったものを見ている。だがそのときに12
は、顔と顔とを合わせて見ることになる。わたしは、今は一部しか知らなくとも、そのと

きには、はっきり知られているようにはっきり知ることになる。 それゆえ、信仰と、13
希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなるものは、愛である。

14:1 2愛を追い求めなさい。霊的な賜物、特に預言するための賜物を熱心に求めなさい。

異言を語る者は、人に向かってではなく、神に向かって語っています。それはだれにも分

かりません。彼は霊によって神秘を語っているのです。 しかし、預言する者は、人に向3
かって語っているので、人を造り上げ、励まし、慰めます。 異言を語る者が自分を造り4
上げるのに対して、預言する者は教会を造り上げます （第一コリント 章）。」 12-14
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